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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液滴の吐出口となるノズル及び前記ノズルから液滴を吐出させる吐出エネルギー発生素
子を有するインクジェットヘッドと、
　前記インクジェットヘッドから吐出された液滴を付着させる記録媒体に対して、前記イ
ンクジェットヘッドを往復移動させるヘッド走査手段と、
　前記ヘッド走査手段による前記インクジェットヘッドの位置を検知するリニアエンコー
ダと、
　前記リニアエンコーダの出力信号を基に前記インクジェットヘッドの吐出タイミングを
０．１μｓ単位オーダーの時間分解能で規定する吐出トリガ信号を生成する吐出トリガ生
成手段と、
　前記吐出トリガ信号のタイミングに従って前記インクジェットヘッドから液滴を吐出さ
せる吐出制御手段と、
　を備え、
　前記吐出トリガ生成手段は、前記リニアエンコーダの出力信号のエッジタイミングに基
づいて生成されるタイミング信号の周期をカウントする周期演算部と、
　前記周期演算部から得られる前記タイミング信号の周期を示すカウント値の移動平均を
算出する移動平均化処理部と、
　前記移動平均化処理部から出力された信号を基に、前記インクジェットヘッドの共振周
期の整数倍＋α（ただし、αは０以上、前記共振周期未満の定数）で表される打滴タイミ
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ングで前記吐出トリガ信号を発生させるトリガ周期設定部と、を備え、
　前記トリガ周期設定部は、記録解像度で特定される打滴候補点の理想的な格子点からの
前記吐出トリガ信号の打滴タイミングのズレが前記格子点の間隔の±１０％以内に収まる
範囲で打滴タイミングを前記共振周期の単位で調整するインクジェット記録装置。
【請求項２】
　前記移動平均化処理部における移動平均を求める際の母数は、４の倍数である請求項１
に記載のインクジェット記録装置。
【請求項３】
　前記移動平均化処理部における移動平均を求める際の母数は、２の倍数である請求項１
に記載のインクジェット記録装置。
【請求項４】
　液滴の吐出口となるノズル及び前記ノズルから液滴を吐出させる吐出エネルギー発生素
子を有するインクジェットヘッドと、
　前記インクジェットヘッドから吐出された液滴を付着させる記録媒体に対して、前記イ
ンクジェットヘッドを往復移動させるヘッド走査手段と、
　前記ヘッド走査手段による前記インクジェットヘッドの位置を検知するリニアエンコー
ダと、
　前記リニアエンコーダの出力信号を基に前記インクジェットヘッドの吐出タイミングを
０．１μｓ単位オーダーの時間分解能で規定する吐出トリガ信号を生成する吐出トリガ生
成手段と、
　前記吐出トリガ信号のタイミングに従って前記インクジェットヘッドから液滴を吐出さ
せる吐出制御手段と、
　を備え、
　前記吐出トリガ生成手段は、前記リニアエンコーダの出力信号のエッジタイミングに基
づいて生成されるタイミング信号及びフィードバック信号の位相差を示す位相差信号を生
成する位相比較器と、前記位相差信号に逐次演算型のデジタルローパスフィルタ（ＬＰＦ
）処理を行うローパスフィルタ処理部と、前記ローパスフィルタ処理部の出力信号に応じ
た周波数の信号を生成する発振器と、前記発振器の出力信号を分周し、前記フィードバッ
ク信号を生成する分周器と、を含むＰＬＬ回路と、
　前記発振器の出力信号を基に、前記インクジェットヘッドの共振周期の整数倍＋α（た
だし、αは０以上、前記共振周期未満の定数）で表される打滴タイミングで前記吐出トリ
ガ信号を発生させるトリガ周期設定部と、を備え、
　前記トリガ周期設定部は、記録解像度で特定される打滴候補点の理想的な格子点からの
前記吐出トリガ信号の打滴タイミングのズレが前記格子点の間隔の±１０％以内に収まる
範囲で打滴タイミングを前記共振周期の単位で調整するインクジェット記録装置。
【請求項５】
　前記吐出トリガ生成手段は、隣接トリガの周期の変動量が０．１μｓ単位オーダー内に
収められた前記吐出トリガ信号を生成する請求項１から４のいずれか１項に記載のインク
ジェット記録装置。
【請求項６】
　前記吐出トリガ生成手段は、隣接トリガの周期の変動量が０．２μｓ以内に収められた
前記吐出トリガ信号を生成する請求項１から５のいずれか１項に記載のインクジェット記
録装置。
【請求項７】
　前記トリガ周期設定部は、入力された信号の時間カウントの累積値を計算し、前記共振
周期の整数倍＋α（ただし、αは０以上、前記共振周期未満の定数）で表される打滴タイ
ミングで前記吐出トリガ信号を発生させる請求項１から６のいずれか１項に記載のインク
ジェット記録装置。
【請求項８】
　前記トリガ周期設定部は、入力された信号の時間カウントの累積値と、前記打滴タイミ



(3) JP 5551669 B2 2014.7.16

10

20

30

40

50

ングの時間カウントの累積値との誤差が次の共振周期分まで累積したら前記整数倍の整数
値を１つ上げるように構成されている請求項１から７のいずれか１項に記載のインクジェ
ット記録装置。
【請求項９】
　液滴の吐出口となるノズル及び前記ノズルから液滴を吐出させる吐出エネルギー発生素
子を有するインクジェットヘッドを記録媒体に対して往復移動させて前記記録媒体に前記
液滴を付着させるインクジェット記録方法であって、
　前記往復移動による前記インクジェットヘッドの位置を検知するリニアエンコーダの出
力信号を基に０．１μｓ単位オーダーの時間分解能で前記インクジェットヘッドの吐出タ
イミングを規定する吐出トリガ信号を生成する吐出トリガ生成工程と、
　前記吐出トリガ信号のタイミングに従って前記インクジェットヘッドから液滴を吐出さ
せる吐出駆動制御工程と、
　を含み、
　前記吐出トリガ生成工程は、前記リニアエンコーダの出力信号のエッジタイミングに基
づいて生成されるタイミング信号の周期をカウントする周期演算工程と、
　前記周期演算工程から得られる前記タイミング信号の周期を示すカウント値の移動平均
を算出する移動平均化処理工程と、
　前記移動平均化処理工程から得られた信号を基に、前記インクジェットヘッドの共振周
期の整数倍＋α（ただし、αは０以上、前記共振周期未満の定数）で表される打滴タイミ
ングで前記吐出トリガ信号を発生させるトリガ周期設定工程と、を備え、
　前記トリガ周期設定工程は、記録解像度で特定される打滴候補点の理想的な格子点から
の前記吐出トリガ信号の打滴タイミングのズレが前記格子点の間隔の±１０％以内に収ま
る範囲で打滴タイミングを前記共振周期の単位で調整するインクジェット記録方法。
【請求項１０】
　液滴の吐出口となるノズル及び前記ノズルから液滴を吐出させる吐出エネルギー発生素
子を有するインクジェットヘッドを記録媒体に対して往復移動させて前記記録媒体に前記
液滴を付着させるインクジェット記録方法であって、
　前記往復移動による前記インクジェットヘッドの位置を検知するリニアエンコーダの出
力信号を基に０．１μｓ単位オーダーの時間分解能で前記インクジェットヘッドの吐出タ
イミングを規定する吐出トリガ信号を生成する吐出トリガ生成工程と、
　前記吐出トリガ信号のタイミングに従って前記インクジェットヘッドから液滴を吐出さ
せる吐出駆動制御工程と、
　を含み、
　前記吐出トリガ生成工程は、前記リニアエンコーダの出力信号のエッジタイミングに基
づいて生成されるタイミング信号及びフィードバック信号の位相差を示す位相差信号を生
成する位相比較工程と、前記位相差信号に逐次演算型のデジタルローパスフィルタ（ＬＰ
Ｆ）処理を行うローパスフィルタ処理工程と、前記ローパスフィルタ処理工程の出力信号
に応じた周波数の信号を生成する発振工程と、前記発振工程の出力信号を分周し、前記フ
ィードバック信号を生成する分周工程と、を含むＰＬＬ回路による処理の工程と、
　前記発振工程の出力信号を基に、前記インクジェットヘッドの共振周期の整数倍＋α（
ただし、αは０以上、前記共振周期未満の定数）で表される打滴タイミングで前記吐出ト
リガ信号を発生させるトリガ周期設定工程と、を備え、
　前記トリガ周期設定工程は、記録解像度で特定される打滴候補点の理想的な格子点から
の前記吐出トリガ信号の打滴タイミングのズレが前記格子点の間隔の±１０％以内に収ま
る範囲で打滴タイミングを前記共振周期の単位で調整するインクジェット記録方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はインクジェット記録装置及び方法に係り、特に、インクジェットヘッドを搭載
したキャリッジを往復移動させながら描画を行うシャトル走査方式のインクジェット記録
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装置における高周波吐出の描画品質を向上させる技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　シャトル走査方式のインクジェットシステムにおいて、打滴タイミングを規定する信号
（「吐出トリガ信号」、「吐出タイミング信号」、「吐出クロック」などの用語で呼ばれ
る場合がある。）は、キャリッジの移動方向（主走査方向）に沿って設置した光学式のリ
ニアエンコーダからの信号をもとに生成している場合が多い（特許文献１、２）。
【０００３】
　通常、リニアエンコーダは略１５０ｌｐｉ（ライン・パー・インチ）～３００ｌｐｉの
黒帯パターンが形成された透明シート（スケール）と、この透明シートをまたいで対向配
置されたＬＥＤ発光部及び受光部とで構成されており、黒帯の濃淡を検出して位置信号と
している。また、濃淡ピッチの１／４周期分ずれた位置に受光部を２個配置して、これら
２つの受光部から得られる位相が９０度ずれた２つの正弦波出力を用いて、黒帯パターン
における線密度（ｌｐｉ）の４倍の記録解像度を達成できる吐出タイミング信号を生成す
ることも行われている。例えば、リニアエンコーダの黒帯パターンが１５０ｌｐｉである
とき、１／４周期分ずれた位置に受光部を２個配置する構成により、６００ｄｐｉ（ドッ
ト・パー・インチ）の記録解像度を相当の吐出タイミングを生成することができる。
【０００４】
　また、これよりもさらに高解像度の吐出タイミングが必要な場合には、６００ｄｐｉの
タイミング信号から逓倍機を用いて１２００ｄｐｉ、２４００ｄｐｉ等の吐出タイミング
信号を生成する。逓倍機の構成としては、ＰＬＬ（Phase Locked Loop）回路を用いたり
、或いは、高周波クロックを用いて計数して、概略のタイミングを算出したりする構成が
ある（特許文献３）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－３４８３９号公報
【特許文献２】特許第４６２３１０１号公報
【特許文献３】特開２００９－２１４３２６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１～３に示された従来の構成は、リニアエンコーダの出力を基準信号とし、こ
の基準信号のタイミングで打滴を行うことを主眼としている。ヘッドの共振周期（メニス
カスの固有振動周期）に対して十分に長いメニスカス静定時間を確保できる吐出間隔で打
滴を行う従来のシステム（例えば、共振周期１０μｓに対して、１０ｋＨｚ程度の吐出間
隔で液滴を吐出させるシステム）の場合には、従来の構成でも特段問題はなかった。
【０００７】
　しかし、更なるプリント生産性向上等の観点から、キャリッジ走査速度の一層の高速化
、吐出間隔の短縮（高周波吐出）を実現しようとするシステムにおいては、従来の吐出ト
リガ信号をそのまま利用すると描画品質が悪化するという問題がある。この原因について
詳細は後述するが（図８～図９）、従来の吐出トリガ信号の時間軸変動（ジッタ）が影響
して画質の低下を招いている。
【０００８】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたものであり、吐出トリガ信号の品質を改善し
、描画品質を向上させることができるインクジェット記録装置及び方法を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前記目的を達成するために、本発明に係るインクジェット記録装置は、液滴の吐出口と
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なるノズル及び前記ノズルから液滴を吐出させる吐出エネルギー発生素子を有するインク
ジェットヘッドと、前記インクジェットヘッドから吐出された液滴を付着させる記録媒体
に対して、前記インクジェットヘッドを往復移動させるヘッド走査手段と、前記ヘッド走
査手段による前記インクジェットヘッドの位置を検知するリニアエンコーダと、前記リニ
アエンコーダの出力信号を基に前記インクジェットヘッドの吐出タイミングを０．１μｓ
単位オーダーの時間分解能で規定する吐出トリガ信号を生成する吐出トリガ生成手段と、
前記吐出トリガ信号のタイミングに従って前記インクジェットヘッドから液滴を吐出させ
る吐出制御手段と、を備え、前記吐出トリガ生成手段は、前記リニアエンコーダの出力信
号のエッジタイミングに基づいて生成されるタイミング信号の周期をカウントする周期演
算部と、前記周期演算部から得られる前記タイミング信号の周期を示すカウント値の移動
平均を算出する移動平均化処理部と、前記移動平均化処理部から出力された信号を基に、
前記インクジェットヘッドの共振周期の整数倍＋α（ただし、αは０以上、前記共振周期
未満の定数）で表される打滴タイミングで前記吐出トリガ信号を発生させるトリガ周期設
定部と、を備え、前記トリガ周期設定部は、記録解像度で特定される打滴候補点の理想的
な格子点からの前記吐出トリガ信号の打滴タイミングのズレが前記格子点の間隔の±１０
％以内に収まる範囲で打滴タイミングを前記共振周期の単位で調整する。
　また、前記目的を達成するために、本発明に係るインクジェット記録装置は、液滴の吐
出口となるノズル及び前記ノズルから液滴を吐出させる吐出エネルギー発生素子を有する
インクジェットヘッドと、前記インクジェットヘッドから吐出された液滴を付着させる記
録媒体に対して、前記インクジェットヘッドを往復移動させるヘッド走査手段と、前記ヘ
ッド走査手段による前記インクジェットヘッドの位置を検知するリニアエンコーダと、前
記リニアエンコーダの出力信号を基に前記インクジェットヘッドの吐出タイミングを０．
１μｓ単位オーダーの時間分解能で規定する吐出トリガ信号を生成する吐出トリガ生成手
段と、前記吐出トリガ信号のタイミングに従って前記インクジェットヘッドから液滴を吐
出させる吐出制御手段と、を備え、前記吐出トリガ生成手段は、前記リニアエンコーダの
出力信号のエッジタイミングに基づいて生成されるタイミング信号及びフィードバック信
号の位相差を示す位相差信号を生成する位相比較器と、前記位相差信号に逐次演算型のデ
ジタルローパスフィルタ（ＬＰＦ）処理を行うローパスフィルタ処理部と、前記ローパス
フィルタ処理部の出力信号に応じた周波数の信号を生成する発振器と、前記発振器の出力
信号を分周し、前記フィードバック信号を生成する分周器と、を含むＰＬＬ回路と、前記
発振器の出力信号を基に、前記インクジェットヘッドの共振周期の整数倍＋α（ただし、
αは０以上、前記共振周期未満の定数）で表される打滴タイミングで前記吐出トリガ信号
を発生させるトリガ周期設定部と、を備え、前記トリガ周期設定部は、記録解像度で特定
される打滴候補点の理想的な格子点からの前記吐出トリガ信号の打滴タイミングのズレが
前記格子点の間隔の±１０％以内に収まる範囲で打滴タイミングを前記共振周期の単位で
調整する。
【００１０】
　リニアエンコーダの出力信号を利用して吐出トリガ信号を生成するにあたり、吐出トリ
ガの時間分解能を０．１μｓ単位オーダーとし、この時間分解能で隣接トリガの周期変動
を抑え、トリガ信号の品質を向上させる。
【００１１】
　他の発明態様については、本明細書及び図面の記載により明らかにする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、インクジェットヘッドに入力される吐出トリガ（吐出クロック）信号
の時間軸変動が低減され、描画品質を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施形態に係るインクジェット記録装置の外観斜視図
【図２】インクジェット記録装置における記録媒体搬送路を模式的に示す説明図
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【図３】キャリッジ上に配置されるインクジェットヘッドの配置形態の例を示す平面透視
図
【図４】リニアエンコーダの構成を模式的に示した斜視図
【図５】リニアエンコーダの投光部／受光部の構成例を示した模式図
【図６】リニアエンコーダの出力信号の説明図
【図７】図７（ａ）はＡ相のエンコーダ信号、図７（ｂ）はＢ相のエンコーダ信号、図７
（ｃ）はＡ相エンコーダ信号及びＢ相エンコーダ信号の各パルスのエッジタイミングで生
成されるタイミング信号を示す図
【図８】従来の吐出トリガ信号（エンコーダ信号から直接生成したタイミング信号）の周
期変動の例を示したグラフ
【図９】従来の吐出トリガ信号を適用して打滴を行った打滴結果を示す図
【図１０】望ましい打滴結果を示す図
【図１１】第１実施例による吐出トリガ信号の生成手段に関するブロック図
【図１２】移動平均化処理部のブロック図
【図１３】連続２パルスの移動平均化処理を行う移動平均化処理部のブロック図
【図１４】第１実施例によって得られる吐出トリガ信号の波形図
【図１５】第１実施例で得られる吐出トリガ信号と従来の吐出トリガ信号の吐出周期の変
動を比較して示したグラフ
【図１６】第２実施例による吐出トリガ信号の生成手段に関するブロック図
【図１７】ＰＬＬ回路の構成を示すブロック図
【図１８】ヘッド共振周期の整数倍の周期で吐出トリガを生成する例を示す図表
【図１９】ヘッド共振周期の整数倍の周期で吐出トリガを生成する他の例を示す図表
【図２０】第３実施例による吐出トリガ信号の生成手段に関するブロック図
【図２１】インクジェット記録装置の構成を示すブロック図
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、添付図面に従って本発明の実施形態について詳細に説明する。
【００１５】
　〔インクジェット記録装置の全体構成〕
　図１は本発明の実施形態に係るインクジェット記録装置の外観斜視図である。このイン
クジェット記録装置１０は、紫外線硬化型インク（ＵＶ硬化インク）を用いて記録媒体１
２上にカラー画像を形成するワイドフォーマットプリンタである。ワイドフォーマットプ
リンタは、大型ポスターや商業用壁面広告など、広い描画範囲を記録するのに好適な装置
である。ここでは、Ａ３ノビ以上に対応するものを「ワイドフォーマット」と呼ぶ。
【００１６】
　ただし、本発明の適用範囲はワイドフォーマット機に限定されない。例えば、パソコン
などに接続され、Ａ４サイズやＢ５サイズ、ハガキサイズなどの各種用紙サイズに対応し
たインクジェットプリンタ、或いは、菊半裁など用紙サイズに対応したインクジェット印
刷機などについても本発明を適用できる。また、使用するインクの種類についても特に限
定はない。ＵＶ硬化インクに限らず、通常の水性顔料インクや染料インクなどを用いてよ
い。
【００１７】
　インクジェット記録装置１０は、装置本体２０と、この装置本体２０を支持する支持脚
２２とを備えている。装置本体２０には、記録媒体（メディア）１２に向けてインクを吐
出するドロップオンデマンド型のインクジェットヘッド２４（「記録ヘッド」に相当）と
、記録媒体１２を支持するプラテン２６と、ヘッド移動手段（「ヘッド走査手段」に相当
）としてのガイド機構２８及びキャリッジ３０が設けられている。
【００１８】
　ガイド機構２８は、プラテン２６の上方において、記録媒体１２の搬送方向（Ｘ方向）
に直交し且つプラテン２６の媒体支持面と平行な走査方向（Ｙ方向）に沿って延在するよ
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うに配置されている。キャリッジ３０は、ガイド機構２８に沿ってＹ方向に往復移動可能
に支持されている。キャリッジ３０には、インクジェットヘッド２４が搭載されるととも
に、記録媒体１２上のインクに紫外線を照射する仮硬化光源（ピニング光源）３２Ａ，３
２Ｂと、本硬化光源（キュアリング光源）３４Ａ，３４Ｂとが搭載されている。
【００１９】
　仮硬化光源３２Ａ，３２Ｂは、インクジェットヘッド２４から吐出されたインク滴が記
録媒体１２に着弾した後に、隣接液滴同士が合一化しない程度にインクを仮硬化させるた
めの紫外線を照射する光源である。本硬化光源３４Ａ，３４Ｂは、仮硬化後に追加露光を
行い、最終的にインクを完全に硬化（本硬化）させるための紫外線を照射する光源である
。
【００２０】
　キャリッジ３０上に配置されたインクジェットヘッド２４、仮硬化光源３２Ａ，３２Ｂ
及び本硬化光源３４Ａ，３４Ｂは、ガイド機構２８に沿ってキャリッジ３０とともに一体
的に（一緒に）移動する。キャリッジ３０の往復移動方向（Ｙ方向）が「主走査方向」、
記録媒体１２の搬送方向（Ｘ方向）が「副走査方向」に相当する。
【００２１】
　ガイド機構２８にはキャリッジ３０の位置を検知するリニアエンコーダ（図１中不図示
、図４参照）が設けられている。このリニアエンコーダから得られる信号に基づいて吐出
タイミングが制御される。本実施形態における吐出トリガ信号の生成手段について詳細は
後述する。
【００２２】
　記録媒体１２には、紙、不織布、塩化ビニル、合成化学繊維、ポリエチレン、ポリエス
テル、ターポリンなど、材質を問わず、また、浸透性媒体、非浸透性媒体を問わず、様々
な媒体を用いることができる。なお、本例ではロール状に巻かれた連続媒体を示すが、こ
れに代えて、予め所定サイズに裁断された枚葉媒体（カット紙など）を用いる形態も可能
である。
【００２３】
　記録媒体１２は、装置の背面側からロール紙状態（図２参照）で給紙され、印字後は装
置正面側の巻き取りローラ（図１中不図示、図２の符号４４）で巻き取られる。プラテン
２６上に搬送された記録媒体１２に対して、インクジェットヘッド２４からインク滴が吐
出され、記録媒体１２上に付着したインク滴に対して仮硬化光源３２Ａ，３２Ｂ、本硬化
光源３４Ａ，３４Ｂから紫外線が照射される。
【００２４】
　図１において、装置本体２０の正面に向かって左側の前面に、インクカートリッジ３６
の取り付け部３８が設けられている。インクカートリッジ３６は、紫外線硬化型インクを
貯留する交換自在なインク供給源（インクタンク）である。インクカートリッジ３６は、
本例のインクジェット記録装置１０で使用される各色インクに対応して設けられている。
色別の各インクカートリッジ３６は、それぞれ独立に形成された不図示のインク供給経路
によってインクジェットヘッド２４に接続される。各色のインク残量が少なくなった場合
にインクカートリッジ３６の交換が行われる。
【００２５】
　また、図示を省略するが、装置本体２０の正面に向かって右側には、インクジェットヘ
ッド２４のメンテナンス部が設けられている。該メンテナンス部は、非印字時におけるイ
ンクジェットヘッド２４を保湿するためのキャップと、インクジェットヘッド２４のノズ
ル面（インク吐出面）を清掃するための払拭部材（ブレード、ウエブ等）が設けられてい
る。インクジェットヘッド２４のノズル面をキャッピングするキャップは、メンテナンス
のためにノズルから吐出されたインク滴を受けるためのインク受けが設けられている。
【００２６】
　〔記録媒体搬送路の説明〕
　図２は、インクジェット記録装置１０における記録媒体搬送路を模式的に示す説明図で
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ある。図２に示すように、プラテン２６は逆樋状に形成され、その上面が記録媒体１２の
支持面（媒体支持面）となる。プラテン２６の近傍における記録媒体搬送方向（Ｘ方向）
の上流側には、記録媒体１２を間欠搬送するための記録媒体搬送手段である一対のニップ
ローラ４０が配設される。このニップローラ４０は記録媒体１２をプラテン２６上で記録
媒体搬送方向へ移動させる。
【００２７】
　ロール・ツー・ロール方式の媒体搬送手段を構成する供給側のロール（送り出し供給ロ
ール）４２から送り出された記録媒体１２は、印字部の入り口（プラテン２６の記録媒体
搬送方向の上流側）に設けられた一対のニップローラ４０によって、記録媒体搬送方向に
間欠搬送される。インクジェットヘッド２４の直下の印字部に到達した記録媒体１２は、
インクジェットヘッド２４により印字が実行され、印字後に巻き取りロール４４に巻き取
られる。印字部の記録媒体搬送方向の下流側には、記録媒体１２のガイド４６が設けられ
ている。
【００２８】
　印字部においてインクジェットヘッド２４と対向する位置にあるプラテン２６の裏面（
記録媒体１２を支持する面と反対側の面）には、印字中の記録媒体１２の温度を調整する
ための温調部５０が設けられている。印字時の記録媒体１２が所定の温度となるように調
整されると、記録媒体１２に着弾したインク液滴の粘度や、表面張力等の物性値が所望の
値になり、所望のドット径を得ることが可能となる。なお、必要に応じて、温調部５０の
上流側にプレ温調部５２を設けてもよいし、温調部５０の下流側にアフター温調部５４を
設けてもよい。
【００２９】
　〔インクジェットヘッドの説明〕
　図３は、キャリッジ３０上に配置されるインクジェットヘッド２４と仮硬化光源３２Ａ
，３２Ｂ及び本硬化光源３４Ａ，３４Ｂの配置形態の例を示す平面透視図である。
【００３０】
　インクジェットヘッド２４には、イエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）、黒
（Ｋ）、ライトシアン（ＬＣ）、ライトマゼンタ（ＬＭ）、クリア（透明）インク（ＣＬ
）、ホワイト（白）インク（Ｗ）の各色のインクごとに、それぞれ色のインクを吐出する
ためのノズル列６１Ｙ、６１Ｍ、６１Ｃ、６１Ｋ、６１ＬＣ、６１ＬＭ、６１ＣＬ、６１
Ｗが設けられている。図３ではノズル列を点線により図示し、ノズルの個別の図示は省略
されている。また、以下の説明では、ノズル列６１Ｙ、６１Ｍ、６１Ｃ、６１Ｋ、６１Ｌ
Ｃ、６１ＬＭ、６１ＣＬ、６１Ｗを総称して符号６１を付してノズル列を表すことがある
。
【００３１】
　インク色の種類（色数）や色の組合せについては本実施形態に限定されない。例えば、
ＬＣ、ＬＭのノズル列を省略する形態、ＣＬやＷのノズル列のいずれか一方を省略する形
態、メタルインクのノズル列を追加する形態、Ｗのノズル列に代わりメタルインクのノズ
ル列を具備する形態、特別色のインクを吐出するノズル列を追加する形態などが可能であ
る。また、色別のノズル列の配置順序も特に限定はない。ただし、複数のインク種のうち
紫外線に対する硬化感度の低いインクを仮硬化光源３２Ａ又は３２Ｂに近い側に配置する
構成が好ましい。
【００３２】
　色別のノズル列６１ごとにヘッドモジュールを構成し、これらを並べることによって、
カラー描画が可能なインクジェットヘッド２４を構成することができる。例えば、イエロ
ーインクを吐出するノズル列６１Ｙを有するヘッドモジュール２４Ｙと、マゼンタインク
を吐出するノズル列６１Ｍを有するヘッドモジュール２４Ｍと、シアンインクを吐出する
ノズル列６１Ｃを有するヘッドモジュール２４Ｃと、黒インクを吐出するノズル列６１Ｋ
を有するヘッドモジュール２４Ｋと、ＬＣ、ＬＭ、ＣＬ、Ｗの各色のインクを吐出するノ
ズル列６１ＬＣ、６１ＬＭ、６１ＣＬ、６１Ｗをそれぞれ有する各ヘッドモジュール２４
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ＬＣ、２４ＬＭ、２４ＣＬ、２４Ｗとをキャリッジ３０の往復移動方向（主走査方向、Ｙ
方向）に沿って並ぶように等間隔に配置する態様も可能である。色別のヘッドモジュール
２４Ｙ、２４Ｍ、２４Ｃ、２４Ｋ、２４ＬＣ、２４ＬＭのモジュール群（ヘッド群）を「
インクジェットヘッド」と解釈してもよいし、各モジュールをそれぞれ「インクジェット
ヘッド」と解釈することも可能である。或いはまた、１つのインクジェットヘッド２４の
内部で色別にインク流路を分けて形成し、１ヘッドで複数色のインクを吐出するノズル列
を備える構成も可能である。
【００３３】
　各ノズル列６１は、複数個のノズルが一定の間隔で記録媒体搬送方向（副走査方向、Ｘ
方向）に沿って１列に（直線的に）並んだものとなっている。ただし、本発明の実施に際
して、ノズルの配列形態は特に限定されない。２列の千鳥配列や３列以上の２次元ノズル
配列形態も可能である。本例のインクジェットヘッド２４は、各ノズル列６１を構成する
ノズルの配置ピッチ（ノズルピッチ）が２５４μｍ（１００ｄｐｉ）、１列のノズル列６
１を構成するノズルの数は２５６ノズル、ノズル列６１の全長Ｌｗ（ノズル列の全長）は
約６５ｍｍ（２５４μｍ×２５５＝６４．８ｍｍ）である。また、吐出周波数は例えば、
１５ｋＨｚであり、駆動波形の変更によって１０ｐｌ、２０ｐｌ、３０ｐｌの３種類の吐
出液滴量を打ち分けることができる。
【００３４】
　インクジェットヘッド２４のインク吐出方式としては、圧電素子（ピエゾアクチュエー
タ）の変形によってインク滴を飛ばす方式（ピエゾジェット方式）が採用されている。吐
出エネルギー発生素子として、静電アクチュエータを用いる形態（静電アクチュエータ方
式）の他、ヒータなどの発熱体（加熱素子）を用いてインクを加熱して気泡を発生させ、
その圧力でインク滴を飛ばす形態（サーマルジェット方式）を採用することも可能である
。ただし、紫外線硬化型インクは、一般に溶剤インクと比べて高粘度であるため、紫外線
硬化型インクを使用する場合には、吐出力が比較的大きなピエゾジェット方式を採用する
ことが好ましい。
【００３５】
　〔作画モードについて〕
　本例に示すインクジェット記録装置１０は、マルチパス方式の描画制御が適用され、印
字パス数の変更によって印字解像度（記録解像度）を変更することが可能である。例えば
、高生産モード、標準モード、高画質モードの３種類の作画モードが用意され、各モード
でそれぞれ印字解像度が異なる。印刷目的や用途に応じて作画モードを選択することがで
きる。
【００３６】
　高生産モードでは、６００ｄｐｉ（主走査方向）×４００ｄｐｉ（副走査方向）の解像
度で印字が実行される。高生産モードの場合、主走査方向は２パス（２回の走査）によっ
て６００ｄｐｉの解像度が実現される。１回目の走査（キャリッジ３０の往路）では３０
０ｄｐｉの解像度でドットが形成される。２回目の走査（復路）では１回目の走査（往路
）で形成されたドットの中間を３００ｄｐｉで補間するようにドットが形成され、主走査
方向について６００ｄｐｉの解像度が得られる。
【００３７】
　一方、副走査方向については、ノズルピッチが１００ｄｐｉであり、一回の主走査（１
パス）により副走査方向に１００ｄｐｉの解像度でドットが形成される。したがって、４
パス印字（４回の走査）により、ノズルピッチ間の間を埋める補間印字を行うことで４０
０ｄｐｉの解像度が実現される。なお、高生産モードのキャリッジ３０の主走査速度は、
１２７０ｍｍ／ｓｅｃである。
【００３８】
　標準モードでは、６００ｄｐｉ×８００ｄｐｉの解像度で印字が実行され、主走査方向
は２パス印字、副走査は８パス印字により６００ｄｐｉ×８００ｄｐｉの解像度を得てい
る。
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【００３９】
　高画質モードでは、１２００×１２００ｄｐｉの解像度で印字が実行され、主走査方向
は４パス、副走査方向が１２パスにより１２００ｄｐｉ×１２００ｄｐｉの解像度を得て
いる。
【００４０】
　ヘッド２４０が主走査方向（図１のＹ方向）に移動している時にノズル２４２から打滴
が行われる。主走査方向に沿ったヘッド２４０の往復移動と、副走査方向（図１のＸ方向
）への記録媒体の間欠送りの組合せによって記録媒体上に２次元の描画が行われる。
【００４１】
　インクジェットヘッド２４のノズルから吐出されて記録媒体１２上に着弾したインク滴
は、その直後にその上を通過する仮硬化光源３２Ａ（又は３２Ｂ）によって仮硬化のため
の紫外線が照射される。また、記録媒体１２の間欠搬送に伴ってインクジェットヘッド２
４の印字領域を通過した記録媒体１２上のインク滴は、本硬化光源３４Ａ、３４Ｂにより
本硬化のための紫外線が照射される。
【００４２】
　仮硬化光源３２Ａ，３２Ｂの発光源としては、ＵＶ－ＬＥＤ素子やＵＶランプなどを用
いることができる。本硬化光源３４Ａ、３４Ｂについても、ＵＶ－ＬＥＤ素子に限らず、
ＵＶランプなどを用いることができる。
【００４３】
　仮硬化光源３２Ａ、３２Ｂは、インクジェットヘッド２４による印字動作中、２つ同時
に点灯しても良いが、主走査方向のキャリッジ移動において後側となる仮硬化光源のみ点
灯させることで光源の寿命を延ばすことを図っても良い。また、本硬化光源３４Ａ、３４
Ｂは、インクジェット記録装置１０の印刷動作中、２つ同時に点灯される。走査速度の遅
い作画モードでは、片方を消灯することも可能であり、仮硬化光源３２Ａ、３２Ｂと、本
硬化光源３４Ａ、３４Ｂの発光開始タイミングは、同時でもよいし、異なっていてもよい
。
【００４４】
　記録解像度から定まる打滴点（画素）の間隔を「打滴点間隔」或いは「画素間隔」、若
しくは「ドット間隔」と呼び、記録可能な打滴点（打滴候補点）の位置を表す格子（マト
リクス）を「打滴点格子」或いは「画素格子」と呼ぶ。主走査６００ｄｐｉ×副走査４０
０ｄｐｉの記録解像度の場合、主走査方向の打滴点間隔は、２５．４［ｍｍ］／６００≒
４２．３μｍ、副走査方向の打滴点間隔は、２５．４［ｍｍ］／４００＝６３．５μｍで
ある。これは、打滴点格子の１セル（１画素相当）の大きさ「４２．３μｍ×６３．５μ
ｍ」を表している。記録媒体の送り制御やヘッド２４０からの打滴位置（打滴タイミング
）の制御については、この記録解像度から定まる打滴点間隔を単位として送り量や位置が
制御される。なお、記録解像度から定まる打滴点間隔を「解像度ピッチ」、或いは「画素
ピッチ」と呼ぶ場合がある。
【００４５】
　＜リニアエンコーダの説明＞
　ここで、キャリッジ３０の位置を検知するリニアエンコーダについて説明する。図４は
リニアエンコーダ７０の構成を模式的に示した斜視図である。リニアエンコーダ７０は、
主走査方向に沿って平行に配置される帯状のスケール７２と、発光素子７４と、受光素子
７６、７７と、を備える。スケール７２は、光透過性の（透明の）樹脂材料で構成されて
おり、スケール７２上には光を遮る遮光パターンとしての黒色ストライプ（黒帯パターン
）７３Ａが長手方向に一定のピッチで多数形成されている。例えば、黒色ストライプ７３
Ａが１インチ当たり１５０本（１５０ｌｐｉ）の密度で形成されている。
【００４６】
　スケール７２を挟んで発光素子７４と受光素子７６、７７とが対向して配置され、発光
素子７４から照射された光がスケール７２を透過して受光素子７６、７７に受光される。
受光素子７６、７７は受光量に応じた電気信号を出力する光電変換素子である。受光素子
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７６、７７は、スケール７２の黒色ストライプ７３Ａの繰り返しピッチに対して９０度（
１／４周期）位相がずれた位置関係で配置されている。このような位置関係により、９０
度位相がずれた２種類の検知信号（Ａ相、Ｂ相の信号）を得ることができる。
【００４７】
　図５に示すように、発光素子７４と受光素子７６、７７は、スケール７２を挟んで対面
するようにコ字型のフレーム７８の内側面に固定され、透過型のフォトインタラプタ８０
が構成される。フォトインタラプタ８０がキャリッジ３０に固設され、キャリッジ３０と
ともに移動することにより、スケール７２に対してフォトインタラプタ８０が相対的に移
動する。これにより、黒色ストライプ７３Ａと受光素子７６、７７の相対的な位置関係の
変化により黒色ストライプ７３Ａの濃淡に応じた受光信号が得られる。
【００４８】
　図６は、リニアエンコーダの出力信号の説明図である。ここでは、説明を簡単にするた
めに、スケール７２の位置ずれや、キャリッジ３０の速度ばらつきなどの誤差がない理想
的な出力を説明する。
【００４９】
　図６（ａ）はＡ相の原信号（受光信号）、図６（ｂ）はＢ相の原信号（受光信号）であ
る。図６（ｃ）はＡ相の原信号から２値化して得られるＡ相のエンコーダ信号である。図
６（ｄ）はＢ相の原信号から２値化して得られるＢ相のエンコーダ信号である。
【００５０】
　光学式のリニアエンコーダの受光素子から得られる信号は図６（ａ）（ｂ）のような正
弦波的な信号となる。この正弦波的信号の２値化結果として、図６（ｃ）（ｄ）のような
矩形波の信号が得られる。図６（ｅ）はＡ相エンコーダ信号及びＢ相エンコーダ信号の各
パルスのエッジ（立ち上がり、立ち下がり）を検知して各タイミングでタイミングパルス
を発生させたタイミング信号である。
【００５１】
　一例として、スケール７２における黒色ストライプ７３Ａが１５０ｌｐｉであとき、Ａ
相エンコーダ信号の立ち上がり、Ｂ相エンコーダ信号の立ち上がり、Ａ相エンコーダ信号
の立ち下がり、Ｂ相エンコーダ信号の立ち下がりをそれぞれ検知することにより、１５０
ｌｐｉの４倍に相当する６００ｄｐｉの打滴に対応したタイミング信号（図６（ｅ））を
生成できる。
【００５２】
　従来このようにして生成されたタイミング信号（図６（ｅ））を吐出トリガ信号として
利用していたが、「発明が解決しようとする課題」の欄で説明したような問題がある。
【００５３】
　＜技術課題の解明＞
　例えば、記録ヘッドを搭載したキャリッジの主走査速度を１．２７ｍ／ｓとし、打滴候
補点が３００ｄｐｉの間隔で存在するシステムを考える（主走査方向の記録解像度が３０
０ｄｐｉの作画モードに相当）。
【００５４】
　この場合、理想的には１５ｋＨｚ間隔（６６．６６７μｓ）で吐出トリガ信号が生成さ
れる。しかし、従来の吐出トリガ信号は、上述のように主走査軸上に設けられた光学式エ
ンコーダの出力を基準信号として用いることが多い。しかし、主走査キャリッジの速度ば
らつき、エンコーダそのものの出力の時間軸変動などにより、この吐出トリガ信号の時間
間隔は変動する。
【００５５】
　特に、光学式エンコーダにおいては、受光量に対応する原信号の正弦波的変化のゼロ点
の検出方法によって、エンコーダ信号は簡単にデューティ比が５０％からずれるので、こ
のエンコーダ信号から生成するタイミング信号は２回又は４回の周期で時間軸変動が現れ
る場合が多い。
【００５６】
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　このようなタイミング信号の時間軸変動（ジッタ）の要因について図７を用いて説明す
る。図７（ａ）はＡ相のエンコーダ信号、図７（ｂ）はＢ相のエンコーダ信号であり、両
者ともデューティ比が５０％からずれたものを示している。図７（ｃ）はＡ相エンコーダ
信号及びＢ相エンコーダ信号の各パルスのエッジタイミングで生成されるタイミング信号
を示している。
【００５７】
　図７（ａ）、（ｂ）に例示したとおり、Ａ相エンコーダ信号、Ｂ相エンコーダ信号につ
いて必ずしもデューティ比５０％の理想的なパルスが得られるとは限らない。様々な要因
によってデューティ比が５０％からずれた信号が得られる。例えば、フォトインタラプタ
８０内におけるスケール７２の位置の変動、スケール７２の歪み、キャリッジの速度ばら
つき、キャリッジ走行時のメカ的な振動、受光素子における光電変換の時間変動など、様
々な要因によって、エンコーダの原信号は変動する。また、原信号を２値化する際のゼロ
点の取り方によって、２値化後のパルス信号（エンコーダ信号）のディーティ比は５０％
デューティから容易にずれ得る。
【００５８】
　図７（ａ）、（ｂ）に示したように、Ａ相、Ｂ相のエンコーダ信号がデューティ比５０
％からずれた信号になると、Ａ相エンコーダ信号の立ち上がりタイミング（［１］）、Ｂ
相エンコーダ信号の立ち上がりタイミング（［２］）、Ａ相エンコーダ信号の立ち下がり
タイミング（［３］）、Ｂ相エンコーダ信号の立ち下がりタイミング（［４］）の各タイ
ミング間の間隔（パルス周期）が変動しうる。
【００５９】
　したがって、Ａ相エンコーダ信号とＢ相エンコーダ信号のエッジを検知して黒帯パター
ン線密度（ｌｐｉ）の４倍の解像度（ｄｐｉ）に対応するタイミング信号を生成する場合
、４回の連続するタイミングパルス（［１］～［４］）を１単位とする周期で時間間隔が
変動しやすい。
【００６０】
　Ａ相エンコーダ信号のみ、又はＢ相エンコーダ信号のみを使用し、そのエッジ（立ち上
がり、立ち下がり）を検出してタイミング信号を生成する場合には、２回のタイミング信
号の周期で時間軸変動が現れやすい。
【００６１】
　図８は、従来の吐出トリガ信号（エンコーダ信号から直接生成したタイミング信号）の
周期変動の例を示したグラフである。横軸は主走査位置（単位［ｍｍ］）を表し、縦軸は
吐出周期（単位［ｓ］）を表す。図示のとおり、吐出トリガ信号は、概ね１回毎、交互に
１μｓ程度の誤差で吐出周期がばらついている。つまり、吐出トリガ信号のパルスの時間
間隔が１μｓ単位のオーダーで変動している。
【００６２】
　従来、例えば、１０ｋＨｚ程度の打滴時間間隔で１滴を吐出させる場合、１００μｓ程
度の吐出間隔（吐出時間インターバル）を確保できていた。このような場合、吐出間隔が
ヘッドの共振周期（例えば、１０μｓ）から十分に離れており、ある吐出タイミングにお
いては、過去の吐出によるノズル液面（メニスカス）の変動が十分収まっている。すなわ
ち、先の吐出によるメニスカスの振動が十分に収まってから次の吐出を行うことができる
程度に吐出間隔が確保されていた。
【００６３】
　したがって、エンコーダ出力信号を直接、吐出トリガ信号として用いたり、エンコーダ
出力からＰＬＬや時間カウンタ等を用いて１／ｎの周期の時間を算出して（ｎは２以上の
任意の整数）、トリガ位置を補完するなどして、吐出トリガ信号を作成すれば、吐出トリ
ガ信号の品質としては十分であった。
【００６４】
　しかし、より一層の生産性向上を実現すべく、上記例示した主走査速度１．２７ｍ／ｓ
、打滴候補点３００ｄｐｉの間隔で存在するシステムのように、従来の構成よりも主走査
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速度が速く、また吐出間隔が狭く、或いはまた、１つの吐出周期（一記録周期）内で数発
の液滴を吐出させたいシステムにおいては、従来の吐出トリガをそのまま利用すると、図
９のような打滴結果になってしまい、打滴同士が影響し合う（干渉する）状況となってし
まう。
【００６５】
　図９は、キャリッジの主走査速度を１．２７ｍ／ｓとし、打滴候補点が３００ｄｐｉの
間隔で存在するシステムについて、従来の吐出トリガ信号（図８の周期変動を持つもの）
を適用して打滴を行った結果である。図９では２つのノズルについて連続的に打滴した打
滴ドット列を示した。
【００６６】
　理想的には、図１０のように、各ノズルからの打滴による液滴が紙面上で独立（孤立分
離）して、それぞれ円形に近いドットを形成することが望まれるが、実際には、図９に示
したように、隣接打滴点の液滴同士がつながってしまう現象が頻繁に起こる。
【００６７】
　このように、従来の吐出トリガ信号をそのまま使って高周波な打滴を行うと、打滴クロ
ック（吐出トリガ信号）のわずかな時間軸変動（図７で説明した１μｓ単位オーダーのジ
ッタ）に対して、ヘッドの吐出が影響を受け、着弾位置が均等に並んでいないものとなる
。
【００６８】
　この現象は、ヘッドの共振周波数をもとに次のように説明できる。すなわち、吐出後に
メニスカスが十分に静定していないタイミングで次ぎの吐出指令が入ることになり、吐出
用の駆動波形の印加タイミングは、ヘッドの共振周波数約１００ｋＨｚ（共振周期約１０
μｓ）の位相成分として寄与する。
【００６９】
　吐出トリガ信号の時間軸変動が１μｓであるとすると、この時間軸方向１μｓの変化（
ジッタ）が、駆動波形の位相換算で２π／１０として寄与することになるので、吐出への
影響は多大である。
【００７０】
　図８に示したように、従来のエンコーダ直結信号は、詳細に（ミクロに）見ると毎回１
μｓ～２μｓ程度変動している（１μｓ単位オーダーで変動している）。このように、エ
ンコーダ信号のタイミングが時間軸方向に変動しているため、これを基準にして打滴タイ
ミングを規定することは適切でない。図９で説明した課題を解決して良好な吐出を実現す
るには、吐出トリガ信号の時間軸変動を十分に小さく抑えることが望まれる。
【００７１】
　そこで、本実施形態では、次の手段を採用する。
【００７２】
　（１）吐出トリガ信号の時間分解能を従来の１μｓ単位オーダーから、０．１μｓ単位
オーダーとする。
【００７３】
　（２）さらに、上記の０．１μｓ単位オーダーの時間分解能で吐出トリガ信号を生成し
つつ、吐出トリガ信号が緩やかに増減する（漸次変化する）ようにする。
【００７４】
　（３）また、さらには、隣接する吐出トリガの周期変動を十分に小さい値に抑えると同
時に、吐出トリガの周期がヘッドの共振周期に対して変動しないことが望ましい。すなわ
ち、吐出トリガ信号の周期をヘッドの共振周期の整数倍だけずれた長さに設定する構成が
好ましい。
【００７５】
　なお、ヘッド共振周期とは、インク流路系、インク（音響要素）、圧電素子の寸法、材
料、物性値等から定まる振動系全体の固有周期をいう。ピエゾジェット方式のインクジェ
ットヘッドの場合、１ノズルの吐出機構は、ノズル孔（吐出口）に連通する圧力室に振動
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板を介して圧電素子（吐出エネルギー発生素子）が設けられ、この圧電素子を駆動して振
動板を変位させることにより圧力室の容積を変化させ圧力室内の液に圧力変動を与え、ノ
ズル孔から液滴の吐出を行う仕組みとなっている。
【００７６】
　圧電素子を駆動して振動を動かすと、圧力室内の圧力変動によりノズルのメニスカスは
、共振周期で振動する。吐出用の駆動波形の印加による吐出動作は、この振動周期（ヘッ
ド共振周期）を利用して設計される。
【００７７】
　＜第１実施例＞
　図１１は、第１実施例による吐出トリガ信号の生成手段に関するブロック図である。
【００７８】
　エンコーダ７０の出力信号に基づき吐出トリガ信号を生成する信号処理部９０は、エン
コーダ７０から得られるＡ相エンコーダ信号とＢ相エンコーダ信号の各パルスのエッジを
検知してタイミング信号を生成するタイミング信号生成部９２と、タイミング信号生成部
９２で生成されたタイミング信号の周期を算出する時間カウンタ９４と、時間カウンタ９
４で把握されるタイミング信号の各パルスの周期を移動平均化して移動平均値の周期によ
るパルスを生成する移動平均化処理部９６と、を備える。
【００７９】
　なお、信号処理部９０は、ソフトウエアで構成することができ、ハードウエアとソフト
ウエアの組み合わせによって構成してもよい。
【００８０】
　時間カウンタ９４は、タイミング信号生成部９２の出力信号の間隔を高周波のクロック
（例えば、１２０ＭＨｚ）でカウントし、タイミング信号の周期を算出する。移動平均化
処理部９６にて周期が調整されたタイミング信号が吐出トリガ（吐出クロック）信号９８
として利用される。
【００８１】
　図１２は、移動平均化処理部９６のブロック図である。図１２は、現在の値を含めて連
続する４つの値（４サンプル）で移動平均を求める処理の例である。時間カウンタの計数
に基づいて周期演算部９５によりタイミング信号の周期が順次算出され、周期の値を表す
数値ｘ（ｎ）が得られる。タイミング信号のパルス毎に算出される周期の値について、４
サンプルの移動平均が計算される。
【００８２】
　図中の「Ｚ－１」は、入力を１サンプル時間遅らせる記号である。現在の値ｘ（ｎ）と
、現在の値から１サンプルずつ遅らせた３つの値ｘ（ｎ－１）、ｘ（ｎ－２）、ｘ（ｎ－
３）を加算し、その足し合わせた合計値をサンプル数の４で割って（１／４にして）、平
均を求める。
【００８３】
　こうして得られる値は４サンプルの移動平均値の周期をもつタイミング信号となる。図
で説明したとおり、エンコーダ信号のジッタの特性は、Ａ相の立ち上がりから立ち下がり
の間、並びにＡ相の立ち下がりから立ち上がりの間で小さい。またＢ相の立ち上がりから
立ち下がりの間、並びにＢ相の立ち下がりから立ち上がりの間で小さいという特性がある
。Ａ相及びＢ相の各エンコーダ信号の立ち上がり及び立ち下がりのエッジを検知して得ら
れるタイミング信号（４つのエッジに対応した４倍の周波数信号、１５０ｌｐｉの４倍に
相当する６００ｄｐｉのタイミング信号）は、４パルスを単位として時間変動しやすい傾
向がある。
【００８４】
　そのため、このようなジッタ特性を利用して、移動平均の母数は４の倍数とすることが
好ましい。本例では６００ｄｐｉの連続４パルスの移動平均を求めたが、これに限らず、
連続８パルス、連続１２パルス、連続１６パルス、・・・などの移動平均を算出してもよ
い。
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【００８５】
　このような構成により、カウント値のもつジッタ成分を低減することができ、隣接パル
ス間で時間軸変動の少ない吐出トリガ信号を得ることができる。
【００８６】
　なお、上記例示したＡ相及びＢ相のエンコーダ信号が得られる構成に代えて、はじめか
らＡ相またはＢ相のいずれか一方のエンコーダ信号のエッジ検出によって３００ｄｐｉの
パルス信号だけが得られる場合には、移動平均の母数は２の倍数とすることが好ましく、
連続２パルス、連続４パルス、連続８パルス、・・・などの移動平均を算出する構成とす
る。
【００８７】
　図１３には、連続２パルスの移動平均化処理を行う構成のブロック図を示した。処理内
容は、図１２で説明した構成とサンプル数が違うだけであるため、説明は省略する。
　図１４は、第１実施例によって得られる吐出トリガ信号の波形図である。図示のように
、本実施形態によって得られる吐出トリガ信号は、エンコーダジッタ成分が低減され、ジ
ッタ成分としては主走査の機械的な変動によるものが支配的となる。その結果、例えば、
略３００ｄｐｉ～６００ｄｐｉのピッチでは、隣接トリガ（隣接するパルス）の周期の変
動が１μｓよりも小さい値に収まるようになる。隣接トリガの周期ＴＡ、ＴＢの変動（差
の絶対値｜ＴＡ－ＴＢ｜）は０．２μｓ以内に抑えられる。
【００８８】
　主走査方向の全範囲で隣接トリガの周期変動は０．１μｓ単位オーダーに抑えられ、よ
り好ましくは、０．２μｓ以内に抑えられる。
【００８９】
　図１５は、第１実施例で得られる吐出トリガ信号と従来の吐出トリガ信号との吐出周期
を比較して示したグラフである。横軸は主走査位置(単位は［ｍｍ］)、縦軸は吐出周期(
単位は[秒])を表す。図１５の符号１００で示した滑らかな曲線が第１実施例の吐出トリ
ガ信号を示しており、符号１０２は従来の吐出トリガ信号を示している。従来の吐出トリ
ガ信号１０２は、隣接トリガの周期変動が２μｓ程度と大きく、トリガ信号は毎回、その
周期が激しく変動している。また、従来の吐出トリガ信号１０２は、主走査位置の全体を
見ても主走査移動の機械的な振動を反映したうねりを持って変化している。
【００９０】
　これに対し、第１実施例により得られる吐出トリガ信号１００の周期は、既に説明した
とおり、隣接トリガ間の時間軸変動は０．２μｓ以内に抑えられており、全体としても65
.5μｓを中心にして１μｓ程度の範囲内で滑らかに（緩やかに）変化している。
【００９１】
　このように、本第１実施例によれば、吐出トリガ信号の時間分解能が０．１μs単位オ
ーダーの品質に改善され、図１０で説明したような打滴が実現できる。
【００９２】
　＜第２実施例＞
　次に、第２実施例を説明する。
【００９３】
　図１６は、第２実施例による吐出トリガ信号の生成手段に関するブロック図である。図
１６において図１１と同一又は類似する要素には同一の符号を付し、その説明は省略する
。
【００９４】
　図１６に示した第２実施例では、図１１で説明した第１実施例の信号処理部９０に代わ
って、信号処理部１１０（図１６）を備える。この信号処理部１１０は、タイミング信号
生成部９２から出力されるタイミング信号の時間軸変動を抑制する手段として、ＰＬＬ回
路１１４と、トリガ周期設定部１１６とを備える。
【００９５】
　図１７はＰＬＬ回路１１４の構成を示すブロック図である。ＰＬＬ回路１１４は、位相
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比較器１２２、ローパスフィルタ（ＬＰＦ）１２４、電圧制御発振器１２６、分周器１２
８を備える。
【００９６】
　位相比較器１２２は、タイミング信号生成部９２（図１６参照）から得られるタイミン
グ信号と、分周器１２８を介して帰還されるフィードバック信号との位相差を示す位相差
信号を生成する。ＬＰＦ１２４は、逐次演算型のデジタルローパスフィルタであり、位相
差信号を位相差に応じた電圧値の信号に変換する。ＬＰＦ１２４の特性は、例えば、画素
クロックが１５ｋＨｚの場合、その半分の７．５ｋＨｚがカットされるように、カットオ
フ周波数を略１０ｋＨｚに設定する。
【００９７】
　発振器１２６はＬＰＦ１２４の出力信号が示す電圧値に応じた周波数の信号を生成する
。
【００９８】
　分周器１２８は、発振器１２６から出力される吐出タイミング信号を分周し、位相比較
器１２２へと戻すフィードバック信号を生成する。
【００９９】
　ＰＬＬ回路１１４の出力が図１５で説明した吐出トリガ信号１００と同等の品質となる
ように、回路のパラメータが調整される。ＰＬＬ回路１１４の設計によってＰＬＬ出力信
号自体が第１実施例と同等の品質を有するものであるときには、このＰＬＬ出力をそのま
ま吐出トリガ信号として利用することも可能である。
【０１００】
　ここでは、更なる性能改善のために、上述した（３）の項目の観点を導入し、ＰＬＬ回
路１１４の発生タイミングから、ヘッド共振周期の整数倍の周期で吐出トリガタイミング
を生成する手段（図１６において符号１１６で示したトリガ周期設定部）を備える。
【０１０１】
　ヘッドに供給する吐出トリガは、予め求めておいたヘッド共振周期の整数倍に設定して
おき、ＰＬＬ出力タイミング（「タイミングＡ」とおく）の累積値（時間カウントの累積
値）に合わせて、次の整数倍の値の吐出トリガタイミングを用いる（「タイミングＢ」と
呼ぶ）。こうすることで、吐出トリガは必ずヘッド共振周期に対して整数倍となるタイミ
ングを保つことができ、理想的な打滴（図１０参照）を得ることができる。
【０１０２】
　インクジェットヘッドに供給する吐出トリガのタイミングを選択する手段としてのトリ
ガ周期設定部１１６は、入力信号のタイミングの累積値を計算し、ヘッド共振周期の整数
倍＋α（αは０以上ヘッド共振周期未満の定数）で表される打滴タイミングで吐出トリガ
を発生させる。このトリガ周期設定部１１６の出力がインクジェットヘッドに入力され、
吐出トリガ信号として用いられる。
【０１０３】
　図１８は、ヘッド共振周期の整数倍の周期で吐出トリガを生成する例を示す図表である
。ここではタイミングＡの周期が約６６μｓであり、ヘッド共振周期が１０μｓであると
した。図１８に示すように、タイミングＡの周期（約６６μｓ）に対して、タイミングＢ
（打滴タイミング）は共振周期（１０μｓ）の整数倍である。
【０１０４】
　入力信号のタイミングが一様なピッチ（６６μｓ）であるとき、タイミングの累積値は
６６μｓの倍数となる。実際の吐出タイミング（打滴タイミング）は、ヘッド共振周期（
１０μｓの整数倍（ここでは、７０μｓ、又は６０μｓ）のタイミングに設定（制限）さ
れている。この整数倍のタイミングで次ぎの吐出トリガを生成するように、吐出トリガを
発生する時間カウントの累積値が設定される。
【０１０５】
　共振周期の整数倍のタイミングに限定して吐出トリガを出力するため、次第にカウント
累積値との誤差が累積していく。この誤差が次の周期分まで累積した時点で整数倍の整数
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値を１つ上げて、吐出トリガの共振周期の整数倍関係を保つように構成される。
【０１０６】
　また、図１８の表中に示す累積値７０、１３０、２００・・・［μｓ］等に対応する打
滴タイミングは、理想的な吐出トリガの格子点からのズレ（誤差）が±６％以内に収まっ
ている。一般に、理想的な格子点からの打滴点の重心のズレが格子点間隔の±１０％以内
であれば、実用上問題のない着弾精度であるとされている。つまり、吐出トリガの格子点
からのズレが±１０％以内に収まる範囲で打滴タイミングをヘッド共振周期の単位で調整
することができる。図１８の例によれば、着弾精度を確保しつつ、共振周期の整数倍のタ
イミングで吐出トリガを生成でき、良好な打滴を実現できる。
【０１０７】
　なお、図１８では、打滴タイミングをヘッド共振周期の整数倍としたが、打滴タイミン
グをヘッド共振周期の整数倍＋αとしてもよい。αは０以上、ヘッド共振周期未満の定数
として任意の値を定めることができる。図１９にα＝５（μｓ）の例を示す。
【０１０８】
　図１９の例では、打滴タイミングがヘッド共振周期の整数倍＋５μｓという設定になっ
ている。このような構成を採用しても、吐出トリガは、必ずヘッド共振周期に対して整数
倍の関係を維持することができ、良好な打滴を実現できる。
【０１０９】
　＜第３実施例＞
　図１８及び図１９で例示したトリガ周期設定部１１６の構成を第１実施例と組み合わせ
る構成も可能である。図２０にそのブロック図を示す。図２０中、図１１及び図１６と同
一又は類似する要素には同一の符号を付し、その説明は省略する。
【０１１０】
　移動平均化処理部９６から出力された信号に対して、さらに打滴タイミングがヘッド共
振周期の整数倍＋αとなるように吐出トリガの発生タイミングを制限する構成が好ましい
。これにより、吐出トリガを常にヘッド共振周期の整数倍の間隔で発生させることができ
る。
【０１１１】
　＜１記録周期内に複数滴を吐出する場合について＞
　記録媒体上における１画素（１打滴点候補）のドット記録を担う一記録周期内に複数滴
の吐出を行う場合には、吐出トリガの時間軸変動は吐出に大きく影響する。例えば、一記
録周期が約６６μｓであるとするとき、この６６μｓ中に３滴～４滴の液滴を連続吐出さ
せて、これら複数滴を合体させて大きなドットを形成する場合がある。この場合、一記録
周期内で共振周期(例えば１０μｓ)を使って３滴～４滴を吐出しなければならないため、
一記録周期内で３～４パルスの吐出トリガ信号を入れるときにタイミングが特に重要とな
る。
【０１１２】
　従来のトリガ信号の１μｓ単位オーダーの時間変動は吐出に大きく影響し、描画品質を
低下させるものであったが、上述した本発明の実施形態によれば、吐出トリガ信号の品質
が向上しており、一記録周期内に複数滴を吐出する場合でも良好な打滴を行うことができ
る。
【０１１３】
　＜インクジェット記録装置の制御系の説明＞
　図２１はインクジェット記録装置１０の構成を示すブロック図である。同図に示すよう
に、インクジェット記録装置１０は、制御手段としての制御装置２０２が設けられている
。制御装置２０２としては、例えば、中央演算処理装置（ＣＰＵ）を備えたコンピュータ
等を用いることができる。制御装置２０２は、所定のプログラムに従ってインクジェット
記録装置１０の全体を制御する制御装置として機能するとともに、各種演算を行う演算装
置として機能する。制御装置２０２には、記録媒体搬送制御部２０４、キャリッジ駆動制
御部２０６、光源制御部２０８、画像処理部２１０、吐出制御部２１２が含まれる。これ
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らの各部は、ハードウエア回路又はソフトウエア、若しくはこれらの組合せによって実現
される。
【０１１４】
　記録媒体搬送制御部２０４は、記録媒体１２（図１参照）の搬送を行うための搬送駆動
部２１４を制御する。搬送駆動部２１４は、図２に示すニップローラ４０駆動する駆動用
モータ、及びその駆動回路が含まれる。プラテン２６（図１参照）上に搬送された記録媒
体１２は、インクジェットヘッド２４による主走査方向の往復走査（印刷パスの動き）に
合わせて、副走査方向へ間欠送りされる。
【０１１５】
　図２１に示すキャリッジ駆動制御部２０６は、キャリッジ３０（図１参照）を主走査方
向に移動させるための主走査駆動部２１６を制御する。主走査駆動部２１６は、キャリッ
ジ３０の移動機構に連結される駆動用モータ、及びその制御回路が含まれる。光源制御部
２０８は、ＬＥＤ駆動回路２１８を介して仮硬化光源３２Ａ、３２ＢのＵＶ－ＬＥＤ素子
の発光を制御するとともに、ＬＥＤ駆動回路２１９を介して本硬化光源３４Ａ、３４Ｂの
ＵＶ－ＬＥＤ素子の発光を制御する制御手段である。
【０１１６】
　制御装置２０２は、操作パネル等の入力装置２２０、表示装置２２２が接続されている
。入力装置２２０は、手動による外部操作信号を制御装置２０２へ入力する手段であり、
例えば、キーボード、マウス、タッチパネル、操作ボタンなど各種形態を採用しうる。表
示装置２２２には、液晶ディスプレイ、有機ＥＬディスプレイ、ＣＲＴなど、各種形態を
採用し得る。オペレータは、入力装置２２０を操作することにより、作画モード（「作画
フォーマット」と同義）の選択、印刷条件の入力や付属情報の入力・編集などを行うこと
ができ、入力内容や検索結果等の各種情報は、表示装置２２２の表示を通じて確認するこ
とができる。
【０１１７】
　また、インクジェット記録装置１０には、各種情報を格納しておく情報記憶部２２４と
、印刷用の画像データを取り込むための画像入力インターフェース２２６が設けられてい
る。画像入力インターフェースには、シリアルインターフェースを適用してもよいし、パ
ラレルインターフェースを適用してもよい。この部分には、通信を高速化するためのバッ
ファメモリ（不図示）を搭載してもよい。
【０１１８】
　画像入力インターフェース２２６を介して入力された画像データは、画像処理部２１０
にて印刷用のデータ（ドットデータ）に変換される。ドットデータは、一般に、多階調の
画像データに対して色変換処理、ハーフトーン処理を行って生成される。色変換処理は、
ｓＲＧＢなどで表現された画像データ（例えば、ＲＧＢ各色について８ビットの画像デー
タ）をインクジェット記録装置１０で使用するインク各色の色データに変換する処理であ
る。
【０１１９】
　ハーフトーン処理は、色変換処理により生成された各色の色データに対して、誤差拡散
法や閾値マトリクス等の処理で各色のドットデータに変換する処理である。ハーフトーン
処理の手段としては、誤差拡散法、ディザ法、閾値マトリクス法、濃度パターン法など、
各種公知の手段を適用できる。ハーフトーン処理は、一般にＭ値（Ｍ≧３）の階調画像デ
ータをＮ値（Ｎ＜Ｍ）の階調画像データに変換する。最も簡単な例では、２値（ドットの
オンオフ）のドット画像データに変換するが、ハーフトーン処理において、ドットサイズ
の種類（例えば、大ドット、中ドット、小ドットなどの３種類）に対応した多値の量子化
を行うことも可能である。
【０１２０】
　こうして得られた２値又は多値の画像データ（ドットデータ）は、各ノズルの駆動（オ
ン）／非駆動（オフ）、さらに、多値の場合には液滴量（ドットサイズ）を制御するイン
ク吐出データ（打滴制御データ）として利用される。
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【０１２１】
　吐出制御部２１２は、画像処理部２１０において生成されたドットデータに基づいて、
ヘッド駆動回路２２８に対して吐出制御信号を生成する。また、吐出制御部２１２は、不
図示の駆動波形生成部を備えている。駆動波形生成部は、インクジェットヘッド２４の各
ノズルに対応した吐出エネルギー発生素子（本例では、ピエゾ素子）を駆動するための駆
動電圧信号を生成する手段である。駆動電圧信号の波形データは、予め情報記憶部２２４
に格納されており、必要に応じて使用する波形データが出力される。駆動波形生成部から
出力された信号（駆動波形）は、ヘッド駆動回路２２８に供給される。なお、駆動波形生
成部から出力される信号はデジタル波形データであってもよいし、アナログ電圧信号であ
ってもよい。
【０１２２】
　ヘッド駆動回路２２８を介してインクジェットヘッド２４の各吐出エネルギー発生素子
に対して、共通の駆動電圧信号が印加され、各ノズルの吐出タイミングに応じて各エネル
ギー発生素子の個別電極に接続されたスイッチ素子（不図示）のオンオフを切り換えるこ
とで、対応するノズルからインクが吐出される。
【０１２３】
　情報記憶部２２４は、制御装置２０２のＣＰＵが実行するプログラム、及び制御に必要
な各種データなどが格納されている。情報記憶部２２４は、作画モードに応じた解像度の
設定情報、パス数（スキャンの繰り返し数）、副走査送り量の制御に必要な送り量情報、
仮硬化光源３２Ａ、３２Ｂ及び本硬化光源３４Ａ、３４Ｂの制御情報などが格納されてい
る。
【０１２４】
　エンコーダ７０は、図４で説明したように、主走査の移動機構に取り付けられており、
キャリッジ３０の移動に伴い、エンコーダ信号を出力する。このエンコーダ信号は、制御
装置２０２に送られる。制御装置２０２は、エンコーダ７０の出力信号から吐出トリガ信
号を生成する手段として機能する。
【０１２５】
　また、図示しないが、搬送駆動部２１４の駆動用モータにエンコーダ（不図示）が取り
付けられている。このエンコーダは、搬送駆動部２１４の駆動用モータの回転量及び回転
速度に応じたエンコーダ信号を出力する。この搬送系のエンコーダ信号は制御装置２０２
に通知され、当該信号に基づいて記録媒体１２（図１参照）の位置が把握される。
【０１２６】
　センサ２３２は、キャリッジ３０に取り付けられており、センサ２３２から得られたセ
ンサ信号に基づいて記録媒体１２の幅が把握される。
【０１２７】
　なお、本実施形態における吐出制御部２１２は「打滴制御手段」に相当する。
【０１２８】
　＜記録媒体について＞
　「記録媒体」は、ヘッドから吐出された液滴が付着される媒体の総称であり、印字媒体
、被記録媒体、被画像形成媒体、受像媒体、被吐出媒体、ブリントメディアなど様々な用
語で呼ばれるものが含まれる。本発明の実施に際して、記録媒体の材質や形状等は、特に
限定されず、連続用紙、カット紙、シール用紙、ＯＨＰシート等の樹脂シート、フィルム
、布、不織布、配線パターン等が形成されるプリント基板、ゴムシート、その他材質や形
状を問わず、様々な媒体に適用できる。
【０１２９】
　＜変形例１＞
　上記実施形態では、主走査方向についてインクジェットヘッド２４の両側に仮硬化光源
３２Ａ、３２Ｂと本硬化光源３４Ａ、３４Ｂを対称的に配置し（中心線に対して線対称に
配置）、往復走査（双方向）で打滴及びＵＶ露光を行う例を述べたが、インクジェットヘ
ッド２４の片側のみに仮硬化光源、本硬化光源を配置して、一方向走査時に描画を行う態
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様も可能である。
【０１３０】
　また、本発明の実施に際しては、紫外線硬化型インクを利用することは必ずしも要求さ
れない。すなわち、通常のインクを用い、仮硬化光源３２Ａ、３２Ｂや本硬化光源３４Ａ
、３４Ｂの構成を省略する形態も可能である。
【０１３１】
　＜変形例２：副走査方向への送り手段について＞
　図１のインクジェット記録装置１０では、記録媒体１２を副走査方向に搬送する例を述
べたが、ヘッドと記録媒体を副走査方向に相対的に移動させる手段は、この例に限定され
ない。例えば、記録媒体を停止させて、ヘッドを副走査方向に移動させる態様も可能であ
るし、ヘッドの移動と記録媒体の搬送とを組み合わせて、副走査送りを実現する態様も可
能である。
【０１３２】
　＜主走査方向と副走査方向の関係について＞
　図１で説明したように、主走査方向と副走査方向は、互いに直交関係であることが制御
上、好ましい。ただし、発明の実施に際して、必ずしも厳密に垂直に交わる関係であるこ
とは要求されない。２次元の描画（作画）を行うためには、主走査方向と副走査方向は互
いに交差する関係であればよい（平行でなければよい）。
【０１３３】
　＜装置応用例＞
　上述の実施形態では、ドロップオンデマンド型のワイドフォーマットインクジェット記
録装置を例示したが、本発明の適用範囲はこれに限定されない。ワイドフォーマット以外
のインクジェット記録装置への適用も可能である。また、本発明は、グラフフィック印刷
用途に限らず、電子回路基板の配線描画装置、各種デバイスの製造装置、吐出用の機能性
液体（「インク」に相当）として樹脂液を用いるレジスト印刷装置、微細構造物形成装置
など、各種の画像パターンを形成し得る様々な画像形成装置に適用可能である。
【０１３４】
　なお、本発明は以上説明した実施形態に限定されるものではなく、本発明の技術的思想
内で当該分野の通常の知識を有するものにより、多くの変形が可能である。
【０１３５】
　＜開示する発明の各種態様＞
　上記に詳述した実施形態についての記載から把握されるとおり、本明細書及び図面は以
下に示す発明を含む多様な技術思想の開示を含んでいる。
【０１３６】
　（第１態様）：液滴の吐出口となるノズル及び前記ノズルから液滴を吐出させる吐出エ
ネルギー発生素子を有するインクジェットヘッドと、前記インクジェットヘッドから吐出
された液滴を付着させる記録媒体に対して、前記インクジェットヘッドを往復移動させる
ヘッド走査手段と、前記ヘッド走査手段による前記インクジェットヘッドの位置を検知す
るリニアエンコーダと、前記リニアエンコーダの出力信号を基に前記インクジェットヘッ
ドの吐出タイミングを０．１μｓ単位オーダーの時間分解能で規定する吐出トリガ信号を
生成する吐出トリガ生成手段と、前記吐出トリガ信号のタイミングに従って前記インクジ
ェットヘッドから液滴を吐出させる吐出制御手段と、を備えたインクジェット記録装置。
【０１３７】
　ヘッド走査手段によりインクジェットヘッドが移動すると、その移動に伴いリニアエン
コーダからヘッドの位置に対応した信号が出力される。このエンコーダ出力をもとに吐出
タイミングを規定する吐出トリガ（吐出クロック）信号が生成される。吐出トリガの時間
分解能を従来の１μｓ単位オーダーから０．１μｓ単位オーダーとし、この０．１μｓ単
位オーダーの時間分解能でトリガ周期が調整された吐出トリガ信号を生成してインクジェ
ットヘッドに供給する。これより、吐出タイミングが安定に、描画品質を向上させること
ができる。時間分解能が０．１μｓ単位オーダーの吐出トリガ信号を用いることにより、
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１μｓ以内の精度で打滴タイミングを制御できる。
【０１３８】
　特に、本発明によれば、吐出間隔がヘッドの共振周期の１０倍に満たないような高周波
吐出を行う場合であっても、吐出トリガ信号の時間軸変動が吐出に影響しないレベルに小
さな変動量に抑制され、良好な着弾精度を達成することができる。
【０１３９】
　（第２態様）：第１態様に記載のインクジェット記録装置において、前記吐出トリガ生
成手段は、隣接トリガの周期の変動量が０．１μｓ単位オーダー内に収められた前記吐出
トリガ信号を生成する構成とすることができる。
【０１４０】
　この態様によれば、インクジェットヘッドに与えられる吐出トリガ信号は、隣接する吐
出トリガの周期変動量（隣接トリガの周期の差の絶対値）が０．１μｓ単位オーダー内に
収められた高品質の（時間軸変動の小さい）信号となっている。
【０１４１】
　（第３態様）：第１態様又は第２態様に記載のインクジェット記録装置において、前記
吐出トリガ生成手段は、隣接トリガの周期の変動量が０．２μｓ以内に収められた前記吐
出トリガ信号を生成する構成とすることが好ましい。
【０１４２】
　吐出トリガ信号の周期変動量が０．２μｓ以内に低減されるように吐出トリガ発生手段
の回路を構成することが好ましい。かかる態様によれば、インクジェットヘッドの共振周
期に対して吐出トリガの変動量（隣接トリガの周期差）が極めて小さいものとなり、吐出
への影響を小さく抑えることができる。また、隣接トリガの周期変化が滑らか（緩やか）
なものとなり、安定した吐出が可能である。
【０１４３】
　（第４態様）：第１態様から第３態様のいずれか１項に記載のインクジェット記録装置
において、前記吐出トリガ生成手段は、前記リニアエンコーダの出力信号のエッジタイミ
ングに基づいて生成されるタイミング信号の周期をカウントする周期演算部と、前記周期
演算部から得られる前記タイミング信号の周期を示すカウント値の移動平均を算出する移
動平均化処理部と、を備える構成とすることができる。
【０１４４】
　この態様に示すように、移動平均化処理を行うことにより、タイミング信号の周期変動
を均して、時間軸変動が低減された吐出トリガ信号を生成することができる。
【０１４５】
　（第５態様）：第４態様に記載のインクジェット記録装置において、前記移動平均化処
理部における移動平均を求める際の母数は、４の倍数とすることができる。
【０１４６】
　例えば、リニアエンコーダからＡ相及びＢ相のエンコーダ信号が得られ、これら各相の
エンコーダ出力の立ち上がり及び立ち下がりのエッジからタイミング信号を生成する場合
、連続４パルスの単位で周期が変動する傾向があるため、このような変動傾向を考慮して
、移動平均化のサンプル数（母数）を４の倍数とすることが好ましい。
【０１４７】
　（第６態様）：第４態様に記載のインクジェット記録装置において、前記移動平均化処
理部における移動平均を求める際の母数は、２の倍数とすることができる。
【０１４８】
　例えば、リニアエンコーダからＡ相又はＢ相のいずれか一方のエンコーダ信号が得られ
、そのエンコーダ出力の立ち上がり及び立ち下がりのエッジからタイミング信号を生成す
る場合、連続２パルスの単位で周期が変動する傾向があるため、このような変動傾向を考
慮して、移動平均化のサンプル数（母数）を２の倍数とすることが好ましい。
【０１４９】
　（第７態様）：第１態様から第３態様のいずれか１項に記載のインクジェット記録装置
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において、前記吐出トリガ生成手段は、前記リニアエンコーダの出力信号のエッジタイミ
ングに基づいて生成されるタイミング信号の周期をカウントする周期演算部と、前記周期
演算部から得られる前記タイミング信号の周期を示すカウント値に対して、逐次演算型の
デジタルローパスフィルタ（ＬＰＦ）処理を行うローパスフィルタ処理部と、を備える構
成とすることができる。
【０１５０】
　吐出トリガの周期変動が０．１μｓ単位オーダー、好ましくは、０．２μｓ以内に収ま
るような吐出トリガ信号が出力される回路構成となるようにＬＰＦ等の回路が設計される
。
【０１５１】
　（第８態様）：第１態様から第７態様のいずれか１項に記載のインクジェット記録装置
において、前記インクジェットヘッドによって吐出を行う打滴タイミングの周期は、前記
インクジェットヘッドの共振周期の整数倍だけずれた長さに設定される構成とすることが
できる。
【０１５２】
　エンコーダ出力に基づいて生成される信号の周期を監視（モニタ）し、ヘッド共振周期
の整数倍の周期で吐出トリガを出力する構成がさらに好ましい。つまり、吐出トリガの各
周期の長さの差分が共振周期の整数倍になる構成が好ましい。かかる態様によれば、吐出
トリガは必ずヘッド共振周期に対して整数倍の周期を保つことができ、吐出トリガの時間
軸変動による吐出への影響がほとんど無い、良好な打滴を実現できる。
【０１５３】
　（第９態様）：第８態様に記載のインクジェット記録装置において、前記インクジェッ
トヘッドに対して供給する前記吐出トリガ信号の出力タイミングを前記インクジェットヘ
ッドの共振周期の整数倍＋α（ただし、αは０以上、前記共振周期未満の定数）に制限す
るトリガ周期設定部を備える構成とすることができる。
【０１５４】
　打滴タイミングをヘッド共振周期の整数倍＋αのタイミングに揃えることにより、打滴
周期はヘッド共振周期の整数倍となる。これにより、吐出トリガは必ずヘッド共振周期に
対して整数倍の周期を保つことができる。
【０１５５】
　（第１０態様）：第８態様又は第９態様に記載のインクジェット記録装置において、記
録解像度で特定される打滴候補点の理想的な格子点からの前記吐出トリガ信号の打滴タイ
ミングのズレが前記格子点の間隔の±１０％以内である構成とすることが好ましい。
【０１５６】
　理想的な格子点からの着弾位置のズレが±１０％以内であれば、実用上問題のない許容
範囲とされる。この許容範囲内で打滴タイミングを調整することが可能である。
【０１５７】
　（第１１態様）：液滴の吐出口となるノズル及び前記ノズルから液滴を吐出させる吐出
エネルギー発生素子を有するインクジェットヘッドを記録媒体に対して往復移動させて前
記記録媒体に前記液滴を付着させるインクジェット記録方法であって、前記往復移動によ
る前記インクジェットヘッドの位置を検知するリニアエンコーダの出力信号を基に０．１
μｓ単位オーダーの時間分解能で前記インクジェットヘッドの吐出タイミングを規定する
吐出トリガ信号を生成する吐出トリガ生成工程と、前記吐出トリガ信号のタイミングに従
って前記インクジェットヘッドから液滴を吐出させる吐出駆動制御工程と、を含むインク
ジェット記録方法。
【０１５８】
　第１１態様において、さらに第２態様又は第３態様と同様の特定事項を組み合わせるこ
とができる。
【０１５９】
　（第１２態様）：第１１態様に記載のインクジェット記録方法において、前記吐出トリ
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るタイミング信号の周期をカウントする周期演算工程と、前記周期演算工程から得られる
前記タイミング信号の周期を示すカウント値の移動平均を算出する移動平均化処理工程と
、を含むことができる。
【０１６０】
　（第１３態様）：第１１態様に記載のインクジェット記録方法において、前記吐出トリ
ガ生成工程は、前記リニアエンコーダの出力信号のエッジタイミングに基づいて生成され
るタイミング信号の周期をカウントする周期演算工程と、前記周期演算工程から得られる
前記タイミング信号の周期を示すカウント値に対して、逐次演算型のデジタルローパスフ
ィルタ（ＬＰＦ）処理を行うローパスフィルタ処理工程と、を含むことができる。
【０１６１】
　（第１４態様）：第１１態様から第１３態様のいずれか１項に記載のインクジェット記
録方法において、前記インクジェットヘッドに対して供給する前記吐出トリガ信号の周期
を、前記インクジェットヘッドの共振周期の整数倍＋α（ただし、αは０以上、前記共振
周期未満の定数）に制限するトリガ周期設定工程を含むことができる。
【符号の説明】
【０１６２】
　１０…インクジェット記録装置、１２…記録媒体、２４…インクジェットヘッド、２６
…プラテン、２８…ガイド機構、３０…キャリッジ、３６…インクカートリッジ、６１，
６１Ｃ，６１Ｍ，６１Ｙ，６１Ｋ，６１ＣＬ，６１Ｗ…ノズル列、７０…リニアエンコー
ダ、９０…信号処理部、９２…タイミング信号生成部、９４…時間カウンタ、９６…移動
平均化処理部、１１０…信号処理部、１１４…ＰＬＬ、１１６…トリガ周期設定部、２０
２…制御装置、２０４…記録媒体搬送制御部、２０６…キャリッジ駆動制御部、２１２…
吐出制御部、２１４…搬送駆動部、２１６…主走査駆動部
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